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■参加者                            １８名 

・常任理事（後藤，伊藤，渡邊，羽賀，平川，栗本，西尾，村松，水岡，都竹，和泉，小川，上村，安藤） 

・地区理事（岐阜Ａ 岩崎，岐阜Ｂ 高橋，西濃 南，美濃 原，可茂 中山，東濃 岡田，飛騨 谷口） 

 

■目的 

・中数研の主張「単位時間の役割」「それに特化した授業」の共通理解 

・各郡市分科会提案０ベースの見直し 

・日々の授業実践への反映 

 

■議題 

１．部会長の話       後藤 

２．本会の目的・内容の説明      栗本 

３．各郡市提案内容について 

（１）研究テーマ・研究内容      栗本 

（２）単位時間の役割の明確化     栗本 

（３）大会特集号原稿・研究論文 の書き方    西尾 

２．中数研の主張する単位時間の役割とは    村松 

（１）単位時間の役割 

（２）それに特化した授業 

３．その他 

（１）今後の見通しについて      栗本 

（２）研究部公開授業（残り３回） について    村松 

（３）「算数・数学１００の基本用語の解説と指導」大日本図書 について 栗本 

４．副部会長の話       伊藤 

５．地区理事と地区連絡会担当者と打ち合わせ 

 

■持ち物 

「数学教育」第１２０号～第１２２号 

第９８回全国算数・数学教育研究（岐阜）大会「大会特集号用資料」 ＊オレンジ色の表紙の冊子  
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１．各郡市提案内容について 

（１）研究テーマ・研究内容 ＊振り返りたい視点 

大会まで１年をきりました。もう一度，自分たちの郡市の提案を見直し，自信を

もって全国に発信したいと思います。そのために，まだまだ見直さなければならな

い視点があります。おそらくこれが見直せる最後の機会となります。夏季実践交流

会では，部会長より「もう一度，自分たちの提案を０ベースで見直す必要がある。」

とご指導いただきました。何年かかけて積み上げてきた研究ですが，年度の変わり

とともに代議員の先生が変わり，提案を作成する先生が変わってきたり，多くの実

践をつなぎ合わせるために，整合性が取りにくくなってきたりするところはないで

しょうか。はじめに提案を書いたころと，今とでは少し変わってきたところや分か

ってきたことはないでしょうか。自分も成長しますし，生徒も成長してきますから，

さらに内容の質が高いものを求められるようになってはいないでしょうか。そうい

った意味でも，もう一度提案をはじめから見直し，すべて打ち直してみるくらいの

心構えが必要ではないでしょうか。打ち直しながら変わってくることもあります。 

見直す視点を羅列してみましたので，もう一度郡市に帰って提案を振り返ってい

ただけないでしょうか。 

（別紙資料 附属中 安井教諭 全国北海道大会 大会特集号用原稿 

海津市 分科会提案 参考文献） 

 

□ 分科会提案でも，岐阜県の中数研の主張が伺えるか？ 

□ 主張のある研究テーマか？ 

□ 研究テーマの文言はおかしくないか？ 

□ 学習指導法だけの研究になっていないか？ 

□ 提案する領域に特化した研究か？ 

□ 提案する領域の教材研究が十分なされているか？ 

□ １つの授業実践だけで研究を進めている提案になっていないか？ 

  ＊授業実践が複数掲載されていればいいということではない。 

   単元や学年を通した，単元をまたいだ継続的な実践がされているか？ 

□ 実践の羅列ではなく研究になっているか？ 

□ 成果と課題が，生徒の言葉や姿あるいは数値で語られているか？ 

□ 学習指導要領に掲載されている言葉を使用しているか？ 

  ＊全国に通用する（で理解していただける）言葉か？ 

□ 新に言葉を起こした場合は，きちんと言葉の定義をしているか？ 

  ＊言葉の定義は，非常に難しい。 

□ 過去に同じような研究論文がないか検索したか？ 

  ＊盗用ではないか？ 引用文献・参考文献に掲載しているか？ 

□ 過去の発表された同じような研究を勉強してから提案，実践しているか？ 

  ＊多くの提案者は，過去の論文を参考にアレンジして研究を深めている。 

 

（２）単位時間の役割の明確化 

・単位時間の役割を明確にすることと単位時間の役割に即した授業展開を行うこと
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は，平成２４年度 第１回代議員会で共通理解している。（数学教育１２０号 Ｐ１

４６） 

・役割の分け方については，各郡市で既に考えていただいているけれども， 

 中数研の分け方に合わせておいた方が問題は少ない。（数学教育１２０号 Ｐ７９） 

 中数研として，大会当日の授業研究会の折に授業の役割について説明を行う。 

・大切なことは，役割を明確にしたことで，授業がどのように変化したか。 

・どのような数学的な活動が省かれ何を重点とおいたのか，その根拠は何か。 

（別紙資料 単位時間の役割にかかわる各郡市の状況） 

 

（３）大会特集号原稿・研究論文の書き方 

（ア）大会特集号原稿について 

上余白   ５５mm    下余白   ２０mm 

右余白   ２０mm    左余白   ２０mm 

段組    ２段      段間隔   １０mmまたは２字  

１行文字数 ２２字     段行数    ３７行 

文字種   ＭＳ明朝体   文字サイズ １０ポイント 

５ 原稿表記上の注意 

（１）読点はコンマ「，」，区点はピリオド「．」とする。 

（２）句読点，＋，－，×，÷，＜，＝などの記号は１字分とする。 

（３）数字はバランスを考えて，２つで１字分または１つで１字分とし，分数や

積分記号は２行分としてください。 

（４）表の縦，横の罫は１字分，１行分としてください。 

（５）見出しの番号は，つぎの順番でお願いします。 

  １ ２ ３…，（１）（２）（３）…，ア イ ウ…，（ア）（イ）（ウ）… 

（６）文体は，常体で，「………と考える。」「………である。」などとして，本文

の書き出し，改行のときは，必ず１文字あけて書いてください。 

研究のねらい，研究の方法，考察，結果のまとめ等，研究の概要がよく分かる

ように要領よく書いてください。「総会特集号の内容と大会当日の発表内容が違

う」「序論が多く，研究内容を示す本文がない」等の指摘が例年いくつかあるよう

です。そのようなことがないように，充分内容を練って推敲してください。 

（大会特集号原稿執筆依頼より） 

 

（イ）研究論文について 

・概要 研究のアウトラインが分かるもの。 

 主題設定の理由，研究仮説と内容，実践と期待される成果を端的に述べる。 

 大会特集号の原稿（Ａ４ １枚）のものをさらに凝縮したもの。 

・概要の中に，キーワードを記述する。 

 学習指導要領に掲載されている言葉が望ましい。 

・研究グループのメンバーの氏名は全員記載できないので工夫したい。 

・表１，表２，図１，図２，図３… 
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２．中数研の主張する単位時間の役割とは  （別紙資料あり） 

 

（１）単位時間の役割 
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（Ｈ２４年度 発行 数学教育１２０号 Ｐ７９，８０より） 

 

（２）単位時間の役割に特化した授業 ＊役割に応じた 役割に即した 

あまり多くは述べられていませんが，単位時間の役割を明確にしたことで，授業

がどのように変化したのか，逆に単位時間の役割を明確にするためには，授業をど

のように変化させる必要があるのかということが重要です。 

数学的な活動がどのように精選されてくるのかという言い方が，できるかもしれ

ません。 
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（Ｈ２５年度 発行 数学教育１２１号 Ｐ９４より） 

 

３．その他 

（１）今後の見通しについて 

月日 全国岐阜大会 中数部会 各地区・郡市 

１０，１１月   地区連絡会（随時） 

郡市教科研 

1２月 分科会提案申込
．．

締切   

１月   地区連絡会（随時） 

２月１９日（金）  第 2回代議員会  

４月末 大会特集号原稿
．．

締切   

６月  第１回代議員会 郡市教科研 

地区連絡会（随時） 

８月３日（水） 

  ４日（木） 

大会本番 分科会Ⅰ 

     分科会Ⅱ 

  

 

・分科会提案申込 ＊申込時に提案者の所属とお名前が決定している必要があります。 
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・第２回代議員会 

  提出書類：大会特集号原稿・研究論文・平成２７年度活動報告 

       岐阜大会係員名簿 ＊１月に代議員へ係員報告用紙をデジタルで送付 

・岐阜大会分科会提案までに必要な事項 

□ 提案者の決定 

□ 大会特集号の見直し 

□ 研究論文の見直し 

□ 発表原稿の見直し 

□ プレゼンの見直し 

□ 質問への返答の検討 

□ Ｈ２８年度教科研指導案の検討（岐阜大会に間に合う郡市） 

 

（２）研究部公開授業（残り３回） について 

１０月３１日（土） 陽南中学校 １年「資料の活用」 押谷教諭 

１１月５日（木）予定 附属中学校 ２年「平行と合同」 小川教諭 

３月１８日（金）予定 青山中学校 ２年「確率」 江口教諭 

これまでに１０本中７本の授業が終わりましたが，中数研の先生方の参観状況は

どうでしょうか。７月は終業式間際でしたし，９月は体育大会直前ということでな

かなか参加が難しい状況があったと思いますが，多く来ていただけたという感触で

はありません。岐阜市は近いこともありますが，代議員の先生を中心に積極的に働

きかけていただいたおかげで，多くの先生が来ていただけています。あえて，空き

時間を作らないと来られないはずですから大変ありがたく思っています。陽南中学

校は土曜日開催ですので，（学校の研究発表会と兼ねている）ぜひ時間を作って参

加をしていただきたいですし，研究会にも参加しご意見をいただけるとありがたい

です。最後の２本も日付が決定し次第案内を送りますので，ぜひ参観ください。 

 

（３）「算数・数学１００の基本用語の解説と指導」大日本図書 について 

用語の意味を正しく理解したい。用語を正しく用いて提案を作成したい。岐阜大

会への提案を作成し論文として提出する今こそ学ぶ機会にしたい。（パンフレット

は夏季実践交流会の折に大日本図書ブースで配布してみえました。） 

 

（購入事例） 

・各学校の持ち物として 

・数学科の持ち物として 

・郡市の持ち物として（中数からの過去の補助金を活用） 

・個人の持ち物として 

 

（掲載内容） 

・小学校から中学校までの（一部高校）算数・数学用語の解説 

・一部の教育用語の解説 

用語の定義のみで終わらず解説，さらに使用例まで掲載されている。時系列で書
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かれているので，小学校でどのように学習されてきているのかが分かる。数学辞典

のように，数学にかかわるすべての用語の解説が掲載されているものよりも，中学

の数学教師として必要十分な内容となっており，手軽に利用しやすい。 

 

（注文の流れ） 

① 地区理事より，各地区の代議員の先生へ地区連絡会の折に説明してもらう。 

② 郡市教科研等で，代議員の先生より紹介していただく。 

② 学校ごとに必要な冊数（購入希望者）を代議員の先生へ報告する。 

締切１１月１３日（金） 

③ 各郡市の代議員の先生が集約して，主務者まで報告する。 

締切１１月２０日（金） honbu@chusuken.jp 

郡市番号 郡市名 学校名 お名前 

    

    

④ 主務者が学校後との注文冊数をとりまとめて一覧表を大日本図書へ送る。 

⑤ 後日，学校に出入りしている図書教材屋さんから，集金・納入される。 

 

（別紙資料） 

・附属中安井教諭 全国北海道大会用 大会特集号原稿 

・夏季実践交流会岐阜地区大会 海津市 分科会提案  

・海津市の参考文献 

・研究部委員会のプレゼン 

・単位時間の役割についての各郡市の状況 

 

※本日の資料は，後日デジタルで地区理事の先生へお送りします。 

地区連絡会，各郡市の教科研等で，ご活用ください。

mailto:honbu@chusuken.jp
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（別紙 資料） 
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（別紙 資料） 

夏季実践交流会 海津市分科会提案 

 

   

 

テーマの変更例 

例１     論理的な思考力を伸ばす図形指導の在り方 

      ～解析的思考を用いた流れ図の作成を通して～ 

例２   流れ図と解析的な思考を用いた図形の論証指導の在り方 

 

キーワードの例 

解析的思考 証明の構想や方針をたてる 思考の流れ図 

論理的思考力 図形の証明のストラテジー  
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海津市の提案と通じる過去の研究論文 
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－資料 6 － 

 

 

（出版：昭和 2年） 例２．底面を共有する２つの

二等辺三角形の頂点を結ぶ直

線は，底辺を垂直に二等分す

る。 

 

総合的証明 

普通の教科書に，与えると

ころと同じ。即ち第一に，△

ＡＢＥ≡△ＡＣＥを証明し，

次に△ＡＢＤ≡△ＡＣＤを証明

し，そこから∠ＢＤＡ＝∠Ｃ

ＤＡを知って終結を導く。 

 

解析的証明 

∠ＢＤＡが直角であること

を証明するには，それが∠Ｃ

ＤＡに等しいことを証明すれ

ばよい。 
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この２つの角が等しいこと

は，その角を含む２つの三

角形，△ＢＤＡ≡△ＣＤＡ

が証明できればよい。さて

この両三角形について見る

と，ＡＤは共通，ＡＢ＝ＡＣ

なので∠ＢＡＤ＝∠ＣＡＤ

を証明すればよい。 

このことは△ＡＢＥ≡△

ＡＣＥより導くことができ

る。 

次にこの両方の指導上に

おける価値について論じよ

う。総合的証明は簡潔であ

ってかつ整頓されている。

これに反して解析的証明

は，すこぶる煩雑である。さ

れば前者による指導上の美

しいことは，明らかに後者

より優れているように見

え，初心の指導者は好んで

この方法を用いるが，更に

一層深く考察して指導の効

力の点から見れば，前者が

遠く後者に及ばない。 

総合的証明は，証明のひ

とつひとつが正しいことを

示すけれども，なぜこの方

向をとらなければならない

かということを説明しな

い。即ち，この方法は，生徒

が証明しようとする事実を

承認させることにはなる

が，証明の計画については

告げるところがない。 

 
従って証明法を発見する能力を養うことがない。故にこの方法によって指導された生徒の中には， 

証明法は数学者が偶然に発見した一種の技であると考え，これを機械的に記憶しようと努めるも

のがいるようになり，一度これを忘れたならば，生徒は再びこれを組み立てることができず，あ

たかも地理上の固有名詞を忘れた場合と同じ結果となる。 
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解析的証明はまったく

これに反している。この

方法によれば証明法は既

に発見されたものとして

与えられず，生徒の目前

でかつその協力によって

完成させられる。１つの

補助線もその目的を示さ

ないものはなく，またそ

れを引くようになった思

想の過程を示さずに引い

たものはない。故に生徒

はこれによって単に証明

法を学ぶのではなく，証

明法を発見する方法を学

ぶことができる。されば

解析的証明によって指導

するときには，真によく

理解させられ消化させら

れた知識をして得ること

ができる。 

或いは，解析的証明は

多くの時間を要するとい

う説があるが，これは誤

りである。既に前に述べ

たように，解析的証明で

は証明を発見する方法も

あわせて指導するので，

生徒の証明の工夫力の進

歩を促すことがはなはだ

大きい。 

 

故に生徒は，問題も多くは独力でこれを解くことができるよう

になり，常に自信をもって進むので，進歩が大きいのは，到底，総

合的証明のみによる比ではない。 

これは要するに，解析法は証明発見の方法であって，総合法は証

明を簡潔に述べる方法である。 

故に中学校数学教育においては，まず解析法によって証明を発

見し，然る後に総合法によって整理してこれを述べた方がよい。 

（栗本訳） 


